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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
き
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
旧
年
中
は
本
協
議
会
の
運
営
に
特
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ

り
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
協
議
会
の
令
和
二
年
度
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
書
面
表

決
に
よ
り
、
事
業
計
画
、
予
算
、
役
員
改
選
な
ど
を
可
決
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
の
表
彰
式
も
省
略
と
な
り
ま
し
た
が
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆

様
に
、
改
め
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
土
地
改
良
区
が
お
か
れ
て
い
る
社
会
情
勢
は

極
め
て
厳
し
く
、
日
進
月
歩
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
時
代
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
運
営
基
盤
の
強
化
、
役
職
員
の
質
的
向
上
、
業
務
の
効
率
化
、
地
域
農
業

支
援
へ
の
参
画
な
ど
も
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
も
平
成
六
年
に
土
地
改
良
区
へ
勤
め
て
以
来
、
ひ
た
す
ら
汗
を
か
き
走
り
続
け

て
参
り
ま
し
た
が
、
次
世
代
の
健
全
な
働
く
環
境
を
整
え
始
め
て
お
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
人
件
費
で
、
よ
り
多
く
の
業
務
を
こ
な
す
に
は
、
業
務
作
業
の
効
率
化
、
単
純

化
、
分
業
化
な
ど
を
整
え
、
職
員
能
力
に
応
じ
た
配
置
が
不
可
欠
で
す
。
発
生
主
義

の
複
式
簿
記
は
効
率
的
な
単
純
業
務
と
し
て
十
分
に
成
り
立
ち
ま
す
。

　

将
来
に
渡
る
地
域
農
業
発
展
の
た
め
、
農
業
基
盤
整
備
や
農
業
担
い
手
育
成
、
農

業
水
利
施
設
の
適
正
管
理
に
職
員
労
力
の
大
半
を
費
や
す
べ
き
で
す
。

　

農
地
の
八
割
集
積
、
水
稲
農
家
の
経
営
基
盤
構
築
の
中
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
管

理
労
力
省
力
化
の
た
め
の
再
基
盤
整
備
や
土
地
改
良
施
設
の
効
率
的
な
運
営
な
ど
、

益
々
、
業
務
が
多
様
化
、
高
度
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

職
員
の
ス
キ
ル
も
向
上
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
な
ど
大
ピ
ン
チ
は
、
変
貌

を
遂
げ
る
大
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

近
年
、
県
内
土
地
改
良
業
務
が
多
忙
に
付
き
、
土
地
改
良
区
職
員
も
若
い
人
達
が

増
え
て
参
り
ま
し
た
が
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
は
、
優
れ
た
先
輩
職
員
の
背
中
を
み

せ
る
こ
と
が
一
番
だ
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
方
は
、
福
島
県
の
農
業
発
展
の
た

め
に
後
輩
の
指
導
、
助
言
に
勤
し
む
べ
き
で
す
。
そ
の
場
と
し
て
、
本
協
議
会
が
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
、
誇
れ
る
仕
事
」
の
一

つ
が
土
地
改
良
事
業
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
度
き
り
の
人
生
、
仕
事
と
し
て
土
地
改
良
事
業
に
携
わ
る
こ
と
を
光
栄
に
思

い
、
日
々
、
仕
事
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

　

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
は
、
こ
の
度
、
第
四
十
四
回
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
鈴

木
禎
一
前
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
会
長
と
い
う
責
務
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
副
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
任
期
満
了
ま
で
恙
無
く
務
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
、そ
し
て
、
福
島
県
の
土
地
改
良
事
業
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会

会　

長　

菅　

波　

孝　

光
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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
何
か
と
騒
が
し
い
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
一
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
ス
タ
ー
ト
し
た
菅
政
権
は
「
既
成
概
念
に
捉と

ら

わ
れ
な
い
」
施
策
を
次
々

と
展
開
し
て
い
ま
す
。
積
極
果
敢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
同
様
に
、
課
題
が
差
し
迫
っ
て
い
て
取
り
組
ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う

の
が
正
し
い
表
現
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
も
、
幾
度
と
な
く
〝
も
っ
と
効
率
的
に
〟
と
か
〝
課
題
を
解
消
し
て
〟
な

ど
と
言
わ
れ
つ
つ
も
、
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
、〝
改
善
に
取
り
組
む
余
裕
な
ん
か

無
い
の
に
な
ぁ
〟
と
心
で
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

　

で
も
、
全
く
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
否い

や

が

応
で
も
や
る
し
か
な
い
と
き
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
場
面
で
は
、
通
常
の
五
割
増

し
の
能
力
も
発
揮
で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
火
事
場
の
馬
鹿
力
」
と
い
う
や
つ
で
す
。

そ
の
と
き
に
変
わ
れ
ば
良
い
の
で
す
。

　

勿
論
そ
の
と
き
は
、
汗
だ
く
の
極
め
て
厳
し
い
場
面
と
な
り
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
そ
の
危
機
は
来
る
と
き
に
は
来
る
も
の
で
す
。
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
や
一

昨
年
の
台
風
等
災
害
も
そ
う
で
す
し
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
れ
ま
で
何
ら
か
の

辛
い
経
験
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
有
事
の
苦
し
さ
を
少
し
で
も
和
ら
げ
た
い
の
な
ら
、
事
前
に
〝
変
わ
る

た
め
の
糸
口
を
見
つ
け
て
お
く
〟
の
が
お
勧
め
で
す
。

　

例
え
ば
、
定
例
業
務
で
や
め
て
良
い
部
分
、
同
時
に
済
ま
せ
ば
省
力
化
で
き
る
バ

ラ
バ
ラ
の
事
務
、
自
席
前
の
最
も
便
利
な
棚
を
埋
め
尽
く
す
三
年
間
見
た
こ
と
が
な

い
フ
ァ
イ
ル
群
な
ど
、
足
下も

と

に
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
チ
ャ
ン
ス
が
転
が
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
業
務
は
ほ
ぼ
共
通
の
悩
み
を
抱
え
て
い
て
、
独
自
の
工
夫
で
楽
を
し
て

い
る
仲
間
が
い
る
の
で
す
か
ら
、
彼
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
す
。
い
つ
も
暇
そ
う

な
土
地
連
の
専
務
あ
た
り
を
活
用
し
て
み
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
で
す
。

　

新
年
早
々
何
か
と
悩
み
多
き
皆
さ
ん
も
、
今
年
は
少
し
楽
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
不

思
議
な
こ
と
に
、
同
じ
給
料
で
楽
を
す
る
と
、
回
り
は
褒ほ

め
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

年
齢
を
重
ね
た
せ
い
か
、
近
年
「
幸
福
」
を
語
り
始
め
ま
し
た
。
私
の
結
論
は
、「
幸

福
と
は
自
分
が
そ
う
思
う
こ
と
」
で
す
。
意
味
不
明
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
、「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の
中
で
最
も
幸
福
な
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
？

答
え
は
「
花
輪
く
ん
」
で
は
な
く
「
山
田
」（
く
ん
は
つ
き
ま
せ
ん
）
で
す
。「
ク
レ

ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
で
最
も
不
幸
な
の
は
「
風
間
く
ん
」
で
す
。
こ
の
二
人
を
そ
の

意
識
で
の
ぞ
い
て
見
る
と
、
そ
こ
に
「
幸
福
」
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

最
近
、
韓
国
ば
か
り
で
な
く
日
本
の
一
流
芸
能
人
も
自
殺
が
目
立
ち
ま
す
。
あ
れ

ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る
は
ず
の
彼
ら
も
、
自
分
を
不
幸
と
考
え
れ
ば
悲
劇
に
向
か
い
ま

す
。
農
業
・
農
村
を
、
少
子
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
拡
大
な
ど
と
嘆

い
て
い
る
我
々
は
や
は
り
不
幸
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

気
づ
け
ば
、
都
会
の
若
者
た
ち
が
農
業
・
農
村
の
魅
力
を
語
り
始
め
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
彼
ら
が
本
質
の
課
題
を
理
解
し
て
い
る
の
か
は
怪
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
た
ち
農
業
農
村
整
備
関
係
者
が
、
こ
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
幸
福
な
環
境
の
中
で
、

不
幸
を
決
め
込
ん
で
い
る
と
な
る
と
芸
能
人
な
み
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

　

幸
せ
を
求
め
て
、
都
会
か
ら
こ
ち
ら
に
人
々
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
も
っ
と
楽
を
し
な
が
ら
、
折
角
な
の
で
、
幸
福
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

専
務
理
事　

菊　

地　

和　

明

幸
福
で
快
適
な
一
年
に
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第
44
回
総
会

　

第
44
回
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面

表
決
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
提
出
議
案
】

議
案
第
１
号

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　

令
和
２
年
度
会
費
・
協
賛
金
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　

令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　

�

令
和
３
年
度
会
費
・
協
賛
金
の
額
及
び

徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　

令
和
３
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

【
結　

果
】

　

提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
、
副
会
長
、
代
表
監
査
員

の
選
任
に
お
い
て
は
、
新
役
員
に
よ
る
互

選
（
書
面
表
決
）
の
結
果
、
全
会
一
致
で

下
表
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
が
、
書
面
表
決
に
よ
り
実
施

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
例
年
行
っ
て
い
た

総
会
で
の
表
彰
式
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
者
の
皆
様
へ
賞
状
及
び
記
念
品
を

お
届
け
す
る
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
こ
と
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

受
賞
者
の
皆
様
の
御
健
勝
と
今
後
益
々

の
御
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会
役
員
名
簿

（
令
和
２
年
度
～
令
和
３
年
度
）

役　

職

氏　
　
　

名

所　
　
　

属

方　

部

会　
　

長

菅　

波　

孝　

光

愛
谷
堰
土
地
改
良
区

い
わ
き

副
会
長

石　

川　

博　

利

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

県　

北

副
会
長

五
十
嵐　

賢　

一

会
津
若
松
市
湊
土
地
改
良
区

会　

津

副
会
長

鈴　

木　
　
　

浩

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
連

幹　
　

事

菅　

野　

龍
太
郎

安
達
疏
水
土
地
改
良
区

県　

北

幹　
　

事

根　

本　

和　

俊

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

県　

中

幹　
　

事

渡　

邊　

陽　

介

郡
山
市
東
部
土
地
改
良
区

県　

中

幹　
　

事

吉　

田　

昌　

照

矢
吹
土
地
改
良
区

県　

南

幹　
　

事

武　

藤　

謙　

治

白
河
市
土
地
改
良
区

県　

南

幹　
　

事

加　

藤　

健　

也

磐
梯
西
部
土
地
改
良
区

会　

津

幹　
　

事

佐　

藤　

慎　

子

駒
形
土
地
改
良
区

会　

津

幹　
　

事

諏　

訪　

美　

彦

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

会　

津

幹　
　

事

山　

内　
　
　

翔

只
見
町
土
地
改
良
区

南
会
津

幹　
　

事

小　

林　

憲　

都

そ
う
ま
土
地
改
良
区

相　

双

幹　
　

事

堀　

内　

博　

明

請
戸
川
土
地
改
良
区

相　

双

幹　
　

事

三　

浦　

宏　

幸

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
連

幹　
　

事

工　

藤　

純　

久

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

土
地
連

代
表
監
査
員

後　

藤　
　
　

学

高
郷
土
地
改
良
区

会　

津

監
査
員

渡　

邊　

浩　

彰

大
玉
土
地
改
良
区

中
通
り

監
査
員

矢　

吹　

英　

信

磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区

浜
通
り
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30
年
勤
続

　
　
　

そ
う
ま
土
地
改
良
区�

遠　

藤　

喜　

雄

　
　
　

矢
吹
土
地
改
良
区�

泉　

川　

さ
よ
子

　
　
　

請
戸
川
土
地
改
良
区�

天　

野　

真
由
美

　
　
　

四
時
川
沿
岸
土
地
改
良
区�

小　

宅　

義　

孝

　
　
　

戸
ノ
口
堰
土
地
改
良
区�

大　

桃　

智　

子

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区�

三
本
木　

伸　

光

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会�

石　

幡　

佳　

信

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会�

人　

見　

嘉　

一

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会�

櫻　

井　
　
　

純

20
年
勤
続

　
　
　

会
津
東
部
土
地
改
良
区�

添　

田　

啓　

子

　
　
　

棚
倉
町
土
地
改
良
区�

齋　

藤　

克　

憲

　
　
　

高
郷
土
地
改
良
区�

後　

藤　
　
　

学

　
　
　

矢
吹
土
地
改
良
区�
吉　

田　

昌　

照

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区�
細　

谷　

宣　

明

10
年
勤
続

　
　
　

梁
川
町
土
地
改
良
区�

齋　

藤　

享　

子

　
　
　

布
藤
堰
土
地
改
良
区�

鈴　

木　
　
　

勝

　
　
　

会
津
宮
川
土
地
改
良
区�

板　

橋　

吉　

彦

　
　
　

只
見
町
土
地
改
良
区�

山　

内　
　
　

翔

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会�

武　

藤　

新　

弥

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会�

木　

村　

修　

士

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会�

新　

田　

能　

子

永年勤続者表彰
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退任にあたって
福島県土地改良団体職員連絡協議会

前会長　　鈴　木　禎　一

　あけましておめでとうございます。

　皆さま健やかに新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　2019年度より本協議会会長の任に就き、あっという間に２年が過ぎました。まさに

矢のごとし、過ぎ行く時の速さを改めて実感しています。

　在任中は、副会長をはじめ役員の皆さま、会員のみな様にはひとかたならぬご協力

をいただき、誠にありがとうございました。そして、常に後方で会長を支えてくれた

事務局の皆さま、本当にお世話になりました。

　２年間を振り返ってみると、大した貢献もできずに終わってしまい、自分の役者不

足を切々と感じているところです。

　しかし、そんな不甲斐ない会長でも、周囲の多くの方々はいつも気にかけてくれて、

なにかと協力してくれる、そんな体制にありましたね、本協議会は。

　何事もシュールになりがちな昨今、こういった心遣いは本当にありがたいものです。

前向きにものを考える勇気のようなものが湧き出てきます。

　多くの職員が、職場を超えてコミュニケーションをとり、支えあえるような関係で

あり続けられることはステキなことですよね。

　〝結〟という言葉は忘れられようとしていますが、本協議会においてはいつまでも

現役であってほしいものです。

　退任にあたり、少しばかり思ったことを書かせていただきました。

　職員がますます元気に、土地改良区もますます元気に、本協議会がその支えになっ

てくれるといいな、そんな思いを込めて、新会長、新役員、事務局の皆さまに思いっ

きり〝エール！〟を送ります。がんばってください！

　また、末筆になりますが、会員の皆さまのますますのご活躍とご健勝をお祈り申し

上げます。
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永
年
勤
続

　

こ
の
度
は
、
勤
続
30
年
の
表
彰
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
土
地
改
良
区
で
管
理
を
受
託
し
て
お

り
ま
す
大
柿
ダ
ム
が
供
用
開
始
と
な
り
ま

し
た
平
成
元
年
４
月
に
職
員
と
し
て
採
用

頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
今
以
上
に
解
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
賦
課
金
と
は
な
ぜ
組
合
費
や

会
費
で
は
な
い
の
か
、
頭
首
工
と
は
「
あ

た
ま
」「
く
び
」
何
や
ら
恐
ろ
し
げ
な
…

程
度
の
知
識
で
し
た
し
、
先
輩
職
員
さ
ん

が
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
時
に
は
、
こ

の
仕
事
に
「
30
年
」
と
い
う
時
の
長
さ
を

費
や
す
こ
と
へ
の
想
像
が
全
く
出
来
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

永年勤続表彰受賞への
感謝について
請戸川土地改良区

天　野　真由美

　

そ
の
先
輩
職
員
さ
ん
に
「
仕
事
は
習
う

よ
り
慣
れ
、ど
こ
に
ど
の
書
類
が
置
か
れ
て

い
る
か
把
握
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
最

初
は
見
真
似
で
も
理
解
出
来
て
来
る
」
と

ご
教
示
頂
き
ま
し
た
こ
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
10
月
に
隣
接
４
土
地
改
良
区

が
合
併
し
現
在
の
請
戸
川
土
地
改
良
区
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
維
持
管
理
に
特
化
し
て
い
た

事
業
内
容
に
基
盤
整
備
等
も
加
わ
っ
た
こ

と
で
、
地
域
の
中
で
の
土
地
改
良
区
の
役

割
が
自
分
な
り
に
見
え
て
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
と
原
子
力
災
害
で
そ
れ
ま
で
の
日
常
が

一
変
し
、
何
か
に
つ
け
基
準
が
震
災
の
前

と
後
と
に
分
け
て
考
え
る
よ
う
な
癖
が
付

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
の
大
混
乱
の
中
、
当
土
地
改

良
区
の
事
務
が
継
続
出
来
ま
し
た
の
も
、

居
場
所
を
提
供
し
て
下
さ
い
ま
し
た
福
島

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
様
と
仕
事

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
私
生
活
面
で
必
要

な
物
資
の
応
援
や
暮
ら
し
の
情
報
等
お
世

話
を
頂
き
ま
し
た
同
職
員
の
皆
様
、
関
係

機
関
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
で
す
。
多

く
の
方
々
に
支
え
て
頂
い
て
い
る
事
を
こ

の
時
程
実
感
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
一
生
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

　

先
日
、
娘
が
結
婚
を
し
ま
し
た
。
披
露

宴
に
招
待
致
し
ま
し
た
お
客
様
の
中
に
、

遠
方
か
ら
２
泊
が
か
り
で
出
席
し
て
下
さ

い
ま
し
た
方
が
お
り
ま
し
た
。
ご
主
人
と

子
ど
も
さ
ん
の
身
辺
の
あ
れ
や
こ
れ
や
段

取
り
を
し
、
い
つ
も
は
リ
ビ
ン
グ
の
い
い

場
所
を
我
が
物
顔
で
陣
取
っ
て
い
る
飼
い

猫
た
ち
を
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
に
預
け
駆
け
つ

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
猫
た
ち
に
と
っ
て

は
「
な
ん
だ
？
」「
ど
う
し
た
？
」
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
動
物
好
き
な
娘
と
そ
の

話
し
を
し
て
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
そ
う

し
た
協
力
が
重
な
り
あ
っ
て
自
分
た
ち
が

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
笑
い
話
し
が
て

ら
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
日
、
家
と
職
場
の
往
復
で
世
間
の
狭

い
私
で
す
の
で
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
勤

続
30
年
の
節
目
と
し
て
こ
れ
ま
で
協
力
を

し
て
く
れ
た
家
族
と
、
支
え
て
下
さ
い
ま

し
た
職
場
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
表
彰
の
御
礼
と
致
し
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

始
め
に
、
土
地
連
に
勤
め
無
事
に
30
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
ひ
と
え
に
職

連
協
の
皆
様
に
暖
か
く
接
し
て
頂
い
た
お

か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
入
会
２
年
目
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
測
量
課
に
属
し
、
現
場
を
駆
け
る
日
々

を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
県
内
全
域
を
回
る

こ
と
か
ら
、
春
に
は
浜
通
り
、
中
通
り
、

会
津
の
三
つ
の
桜
を
１
ヶ
月
通
し
て
見
続

け
る
年
も
多
く
あ
り
、
福
島
県
の
自
然
と

土
地
改
良
事
業
で
完
成
し
た
田
圃
に
包
ま

れ
て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

宿
泊
の
出
張
も
多
く
、
お
酒
は
こ
こ
で

お
ぼ
え
ま
し
た
し
、
三
角
点
（
全
国
に
あ

る
測
量
の
基
準
杭
）
の
踏
査
で
山
に
入
っ

て
い
た
時
、
遭
難
し
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
連
れ
、
一
緒
に
下
山
、
な
ん
て
現
場

仕
事
な
ら
で
は
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。

　

辛
か
っ
た
事
は
な
か
っ
た
か
自
問
い
し

勤続30年に思うこと

水土里ネット福島

石　幡　佳　信
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た
。
特
に
未
納
金
納
入
交
渉
で
は
事
務
局

と
理
事
さ
ん
が
一
緒
に
伺
う
の
で
す
が
、

最
初
は
組
合
員
さ
ん
も
不
満
一
杯
の
状
態

で
交
渉
す
る
た
め
、
重
い
空
気
の
中
で
の

話
し
合
い
と
成
り
、
罵
倒
さ
れ
た
ま
ま
再

交
渉
と
成
る
事
は
度
々
で
、
当
初
は
交
渉

ご
と
に
慣
れ
ず
逃
げ
出
し
た
い
気
持
ち
に

成
り
ま
し
た
が
、
帰
り
足
に
理
事
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
言
葉
と
励
ま
し
の
言
葉
で
心

が
落
ち
着
き
、
再
び
頑
張
ろ
う
と
す
る
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
が
ほ
ろ
苦
い

思
い
出
と
し
て
心
に
残
り
ま
す
。

　

現
在
も
多
く
の
組
合
員
さ
ん
を
は
じ
め

役
員
の
皆
様
か
ら
『
頼
り
に
し
て
い
る

よ
』
と
声
を
掛
け
て
頂
け
る
事
が
何
に
よ

り
も
私
の
活
力
源
と
成
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
歴
代
役
員
の
叱
咤
激
励
を
頂
き

な
が
ら
今
日
ま
で
勤
め
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

土
地
改
良
区
に
在
籍
し
、
様
々
な
事
を

経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
人
で

も
心
の
中
は
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
て

お
り
、
と
こ
と
ん
話
し
合
い
、
相
手
の
事

も
理
解
し
あ
え
れ
ば
、
ど
ん
な
険
し
い
道

の
り
も
道
は
開
け
る
も
の
と
つ
く
づ
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
農
業
施
設
、
農
地
も
無
事
に
春

の
作
付
が
行
わ
れ
、
秋
の
収
穫
を
迎
え
る

事
が
出
来
ホ
ッ
と
一
安
心
し
ま
し
た
。
そ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
永
年
勤
続
の
表
彰
を
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
定
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
年
で
も
あ
り
、
棚
倉
町
土
地

改
良
区
に
お
世
話
に
成
り
20
年
を
迎
え
た

こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

こ
の
20
年
間
、
土
地
改
良
区
の
組
合
員

の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
土
地
改
良
事
業
の
名
称
や
意
味

も
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
有
り
、
毎
日
理

解
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

今
の
仕
事
は
何
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

工
事
は
何
処
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
等
、

苦
闘
の
連
続
で
数
年
は
毎
日
、
夜
遅
く
ま

で
事
務
所
に
残
り
作
業
を
続
け
る
日
々
で

し
た
。
土
地
改
良
区
運
営
の
全
て
を
２
人

体
制
で
把
握
し
、
作
業
を
行
な
う
た
め
、

日
々
心
が
休
ま
る
日
は
有
り
ま
せ
ん
で
し

勤続20年を迎えて

棚倉町土地改良区

齋　藤　克　憲

ま
す
と
、
夏
の
暑
さ
や
足
先
が
凍
え
る
厳

冬
の
作
業
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
の
打
合
せ
不
足
や
意
思
の
疎
通
に
よ

り
、
作
業
を
や
り
直
し
、
何
回
も
謝
っ
た

事
が
、
悩
み
辛
か
っ
た
事
か
な
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
力
不
足
が
原
因
で

す
か
ら
、
仕
様
が
な
い
で
す
が
。
そ
ん
な

時
も
改
良
区
の
皆
さ
ん
に
は
親
身
に
な
っ

て
励
ま
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
30
年
を
振
り
返
る
と
、
一
つ
一

つ
や
り
遂
げ
る
事
を
「
矜
持
」
と
考
え
仕

事
を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

土
地
連
の
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
の
支
え
が

あ
っ
て
、
そ
し
て
前
記
の
通
り
改
良
区
さ

ん
の
支
え
が
あ
っ
て
、
よ
う
や
っ
と
続
け

て
こ
れ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

定
年
退
職
ま
で
あ
と
２
年
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
へ
の
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
て
、
以
前
の
美
し
い
農
村
風
景
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
災
害
復
旧
に
携
わ
っ
た

多
く
の
方
々
の
御
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
定
年
後
も
微
力
な
が
ら
あ
と

少
し
、
こ
の
土
地
改
良
区
で
組
合
員
さ
ん

の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
職
員
と
な
っ
て
今
年
で
20

年
目
と
な
り
、
ま
た
一
つ
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

職
員
と
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
か
ら
振
り

返
り
ま
す
と
、
入
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
県

営
事
業
や
団
体
営
事
業
が
盛
ん
に
展
開
さ

れ
て
お
り
、
か
ん
が
い
施
設
整
備
ほ
か
、

た
め
池
農
道
整
備
、（
浅
耕
土
）
客
土
等

包
括
的
な
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

勤続20年目を迎えて

高郷土地改良区

後　藤　　　学
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現
在
は
維
持
補
修
的
な
事
業
が
メ
イ
ン

で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
組
合
員
の
高
齢

化
や
減
少
の
た
め
担
い
手
の
育
成
支
援
及

び
農
地
集
積
の
斡
旋
等
に
も
各
関
係
機
関

と
連
携
し
、
業
務
運
営
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
災
害
被
災
と
し
て
、
当
区
域
を
縦

断
し
て
お
り
ま
す
１
級
河
川
只
見
川
及
び

阿
賀
川
水
系
の
氾
濫
に
よ
り
ま
し
て
平
成

16
年
、
23
年
、
令
和
元
年
と
３
度
被
災
し
、

具
体
的
に
揚
水
機
の
冠
水
被
害
、
揚
水
機

場
建
屋
基
礎
の
洗
掘
等
災
害
復
旧
事
業
で

の
復
旧
工
事
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
も
当

区
の
発
展
に
寄
与
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す

が
、
現
代
の
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
情
勢

に
対
し
て
、
柔
軟
な
考
え
や
発
想
は
、
こ

れ
か
ら
特
に
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

更
に
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

ま
し
て
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
も
有
益
な
情
報
の
発
信
や
広

報
活
動
に
も
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
す
。

　

余
談
と
な
り
ま
す
が
、
健
康
面
に
お
い

て
も
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足
と
な
っ
た
体

脂
肪
対
策
、
年
末
年
始
の
暴
飲
暴
食
を
な

る
べ
く
？
控
え
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ

穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

矢
吹
土
地
改
良
区
は
昭
和
45
年
に
認
可

さ
れ
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
50
年

を
へ
て
、
令
和
３
年
を
迎
え
ま
す
。

　

改
良
区
50
年
の
歴
史
の
半
分
は
、
整
備

事
業
に
勤
し
み
、
負
担
軽
減
対
策
を
へ

て
、
約
10
年
前
に
す
べ
て
の
償
還
を
完
了

し
、
現
在
は
、
維
持
管
理
業
務
に
シ
フ
ト

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
改
良
区
は
も
と
よ

り
、
全
国
の
改
良
区
で
は
、
土
地
改
良
法

改
正
に
よ
る
定
款
や
規
約
の
変
更
、
新
規

規
程
の
整
備
、
単
式
簿
記
か
ら
複
式
簿
記

へ
の
移
行
な
ど
な
ど
、
や
る
事
が
山
積
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
改
良

区
で
は
維
持
管
理
計
画
書
が
未
整
備
で
す

あれから20年

矢吹土地改良区

吉　田　昌　照

の
で
、
管
内
施
設
の
調
査
を
行
い
早
急
に

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
分
は
、
20
年
を
職
員
と
し
て
過
ご
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
整
備
事
業
当
時
の

改
良
区
は
知
り
ま
せ
ん
。
そ
の
頃
は
、
ま

だ
小
学
校
に
上
が
る
か
上
が
ら
な
い
か
、

祖
父
の
運
転
す
る
耕
耘
機
の
荷
台
に
ゆ
ら

れ
、
辺
り
の
造
成
風
景
を
眺
め
て
い
た
記

憶
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

　

当
時
、
整
備
事
業
に
賛
同
さ
れ
た
地
権

者
は
じ
め
、
換
地
委
員
、
地
域
役
員
や
総

代
の
方
々
、
県
や
町
、
土
地
連
、
改
良
区

の
職
員
、
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
だ
い

た
業
者
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
、
ど
の
よ

う
に
し
て
事
業
を
成
し
遂
げ
た
の
か
、
今

と
な
っ
て
は
過
去
の
事
務
文
書
や
会
議
録

に
目
を
通
す
こ
と
く
ら
い
し
か
知
る
術
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
く
、「
あ
の
時
は
こ
う
だ
っ
た
」「
こ
う

い
う
話
し
（
約
束
）
だ
っ
た
」
な
ど
、
会

議
録
な
ど
の
活
字
に
も
残
ら
な
い
現
場
で

の
事
象
な
ど
、い
わ
ゆ
る
〝
土
の
中
の
話
〟

に
つ
い
て
相
談
に
来
ら
れ
る
組
合
員
が
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
対
応
に
い
つ
も
四

苦
八
苦
し
ま
す
が
、
同
時
に
事
業
当
時
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　

こ
こ
10
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、
令
和

元
年
台
風
19
号
災
と
、
大
規
模
災
害
が
続

き
、そ
の
度
に
改
良
区
も
被
災
し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
「
ト
モ

ダ
チ
作
戦
」
が
大
変
話
題
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
指
揮
し
た
の
が
空
母
ロ
ナ
ル

ド
レ
ー
ガ
ン
の
艦
長
で
す
。
ま
た
、
終
戦

後
の
日
本
復
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
人
が
お
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

バ
ー
ク
と
い
う
同
じ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム

の
方
々
で
す
。
彼
ら
は
血
縁
関
係
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
同
じ
バ
ー
ク
氏

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
な
ど
に
対
し
改
良
区
は
無
力
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
度
に
様
々
な
方
々
か
ら

の
支
援
と
配
慮
を
い
た
だ
き
、
今
を
生
き

て
お
り
ま
す
。
改
良
区
も
ま
た
、
ど
ん
な

か
た
ち
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
繋
が
り
を

も
っ
て
、
何
か
の
お
役
に
た
て
て
い
け
れ

ば
よ
い
な
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

皆
様
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
笑
顔
で
仕

事
が
で
き
る
自
分
で
あ
り
矢
吹
改
良
区
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
ず
は
永
年
勤
続
表
彰
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
一

緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
方
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
９
年
に
当
会
へ
入
会
し
、

初
年
度
か
ら
３
年
間
は
測
量
課
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
入
会
し
た
年
に
政
権
交
代
が

あ
り
、
次
の
年
に
は
事
業
仕
分
け
で
予
算

が
大
幅
減
、
さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
ま
し
た
。
本
来
業
務
は
、
ほ
場
整

備
の
確
定
測
量
が
主
で
し
た
が
、
震
災
後

は
津
波
被
災
地
域
の
堆
積
土
調
査
や
施
設

の
被
災
状
況
調
査
で
浜
通
り
の
現
場
へ
通

い
ま
し
た
。
寄
せ
集
め
ら
れ
た
瓦
礫
や
住

宅
の
基
礎
部
分
だ
け
残
し
て
消
え
た
集
落

を
横
目
に
現
地
調
査
を
行
う
日
々
で
し
た
。

ま
た
、
現
場
の
作
業
量
が
多
か
っ
た
た
め
、

内
業
は
残
業
で
補
う
の
が
日
常
化
し
て
い

永年勤続10年

水土里ネット福島

木　村　修　士

る
状
態
で
、
こ
の
時
点
で
転
職
の
動
機
と

し
て
は
こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い
の
ロ
イ
ヤ

ル
ス
ト
レ
ー
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
状
態
で
揃
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
行
動
に
移
す
余
力
も

タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

４
年
目
か
ら
企
画
指
導
課
へ
異
動
と
な

り
、「
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
は
じ

め
と
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
関
連
の
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
私

自
身
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
見
る
の
も
聞
く
の
も
初

め
て
だ
っ
た
た
め
、
操
作
や
特
性
を
理
解

す
る
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
復
興
業
務

で
の
活
用
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
運
用

等
が
当
時
全
国
的
に
も
先
進
事
例
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
学
会
や
研
修
会
等
で
発
表
す

る
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
技
術

提
案
や
実
績
作
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
こ

そ
が
、
民
間
企
業
に
は
真
似
で
き
な
い
当

会
独
自
の
優
位
性
で
あ
り
、
行
政
や
会
員

に
求
め
ら
れ
る
当
会
の
役
割
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

９
年
目
に
は
環
境
整
備
課
へ
異
動
と
な

り
、
農
業
用
た
め
池
の
放
射
性
物
質
対
策

に
携
わ
り
ま
し
た
。
放
射
能
災
害
は
未
だ

に
当
県
で
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
課
題
で
す

が
、
こ
の
業
務
に
お
い
て
は
県
や
関
係
組

織
と
協
力
し
て
確
立
し
た
線
量
測
定
技
術

と
浚
渫
技
術
に
よ
り
着
実
に
対
策
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
も
福
島
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

技
術
に
よ
る
成
果
で
す
。

　

次
の
年
、
10
年
目
で
全
土
連
へ
の
出
向

の
辞
令
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
勤
続
10
年
の
節
目
は
福
島
で
は
な

く
東
京
で
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
２
年
間
と
い
う
出
向
期
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
担
当
す
る
業
務
の
幅
の
広
さ

や
農
水
本
省
と
の
距
離
間
か
ら
、
こ
れ
ま

で
携
わ
っ
て
き
た
業
務
の
仕
組
み
や
土
地

連
と
い
う
組
織
の
立
ち
位
置
が
よ
り
鮮
明

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
向
期
間
の
後
半
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
蔓
延
等
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な

ん
と
か
東
京
都
の
緊
急
事
態
宣
言
前
に
福

島
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
の
個
人
的
な
展
望
と
し
ま
し
て

は
、
私
自
身
、
大
学
の
専
攻
も
農
業
土
木

で
は
な
い
で
す
し
、
当
会
で
の
業
務
歴
か

ら
も
土
地
連
の
技
術
職
と
言
う
に
は
不
完

全
で
異
質
な
ス
ペ
ッ
ク
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
考
え
ず
、
さ

ら
に
拗
ら
せ
て
独
自
の
視
野
と
価
値
観
で

土
地
改
良
事
業
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
続
け
る

こ
と
が
、
私
な
り
の
闘
う
土
地
改
良
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
勤
続
10
年
程
度
の
未
熟
者

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



年
男
・
年
女

４
度
目
の
年
男

山
都
町
土
地
改
良
区

鈴
　
木
　
　
　
篤

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

丑
年
の
年
男
と
い
う
こ
と
で
「
む
つ
み
」

の
寄
稿
依
頼
が
あ
り
、
書
か
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
で
自

分
の
年
齢
は
わ
か
っ
て
い
た
つ
も
り
で
す

が
、（
た
ま
に
出
て
来
な
い
こ
と
も
。）
今

回
の
依
頼
で
「
４
度
目
の
年
男
に
な
っ
た

の
か
…
。」
と
正
直
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
を
重
ね
る
た
び
月
日
の
過
ぎ
る
の
が

早
く
感
じ
ら
れ
、
せ
め
て
気
持
ち
だ
け
は

と
思
い
ま
す
が
身
体
は
正
直
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
年
齢
に
な
る
と
や
は
り
健
康
面
が

頭
に
思
い
浮
か
び
、
こ
の
数
年
の
出
来
事

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

40
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
以
前
に
も
増
し

て
身
体
の
衰
え
は
感
じ
て
お
り
、
本
来
で

あ
れ
ば
運
動
、
食
事
と
気
を
付
け
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
昔
か
ら
面
倒
な
事
は
苦
手

な
タ
イ
プ
で
現
実
に
向
き
合
う
の
は
厳
し

く
、
そ
の
ま
ま
歳
を
重
ね
て
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
体
重
は
増
え
、
毎
年

の
健
康
診
断
結
果
で
は
、
前
々
か
ら
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
等
の
数
値
が
高

く
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
た
と

こ
ろ
、
遂
に
薬
を
呑
み
始
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
数
値
は
基
準
値
内

に
下
が
っ
た
も
の
の
、
ど
こ
か
後
ろ
め
た

さ
が
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
性

格
上
し
ば
ら
く
は
薬
に
頼
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
…
。

　

ま
た
、
一
昨
年
に
は
体
調
不
良
で
病
院

へ
行
っ
て
み
る
と
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
盲

腸
で
緊
急
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
、「
日
々

の
不
摂
生
が
祟
っ
た
に
違
い
な
い
。」
と

一
時
的
に
反
省
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
土
地
改
良
区
は
職
員
が
１
人
と
い
う

事
で
、
役
員
の
方
々
を
始
め
家
族
に
も
大

変
ご
迷
惑
を
か
け
た
事
を
身
に
し
み
て
感

じ
ま
し
た
。

　

新
年
早
々
、
落
ち
込
む
話
に
な
り
ま
し

た
が
嬉
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
あ
る
事
が
き
っ
か
け
で
い
と
こ

一
同
と
集
ま
る
機
会
が
あ
り
、
お
互
い
少

し
老
い
た
面
も
あ
り
ま
し
た
が
幼
少
期
・

学
生
時
代
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
久
々
の

再
会
に
み
ん
な
が
喜
び
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
事
、
４
度
目
の
年
男
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
更
に
な
り
ま
す
が
「
人
生
、
山
あ
り

谷
あ
り
！
」

　

改
め
て
健
康
管
理
・
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、
公
私
と
も
ど
も
充
実
し
た
５
度

目
の
年
男
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願
い
た
い

で
す
。

年
　男
須
賀
川
市
土
地
改
良
区

橋
　
本
　
雄
　
司

　

年
男
の
原
稿
執
筆
依
頼
を
頂
い
て
、
改

め
て
「
還
暦
」
と
言
う
言
葉
を
意
識
し
た
。

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
と
赤
い
帽
子
？
を

被
る
60
歳
、
考
え
た
こ
と
も
な
い
年
齢
で

有
り
、
改
め
て
も
う
そ
ん
な
年
な
の
か
と

思
う
。

　

思
え
ば
す
べ
て
順
風
満
帆
と
は
行
か

ず
、
我
が
人
生
、
紆
余
曲
折
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
土
地
改
良
区
と

言
う
職
に
つ
い
た
の
も
何
か
の
縁
な
の
だ

ろ
う
。

　

右
も
左
も
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
状
態

で
、
今
や
す
っ
か
り
重
鎮
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
昔
か
ら
何
も
か
わ
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
明
ら
か
に
時
は
進

ん
で
い
る
の
だ
と
実
感
す
る
。
容
姿
も
し

か
り
。
体
力
も
、
す
べ
て
に
於
い
て
で
あ

る
。
頭
は
す
っ
か
り
白
く
な
り
（
禿
は
し

な
か
っ
た
）、
腰
や
膝
が
痛
い
し
、
な
ん

と
も
情
け
な
い
。
そ
し
て
「
老
い
」
を
一

番
感
じ
る
の
は
、
１
に
老
眼
、
２
に
物
忘

れ
だ
。
昔
、
職
場
の
先
輩
方
が
、
眼
鏡
を

下
に
ず
ら
し
て
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
し
て

書
類
を
見
て
い
た
様
子
を
な
ん
と
も
滑
稽

に
感
じ
て
い
た
も
ん
だ
。
そ
れ
が
な
ん
と

日
常
で
私
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。
物
忘
れ
に
し
て
も
そ
う
、
し
っ
か

り
メ
モ
を
残
し
て
お
か
な
い
と
す
ぐ
忘
れ

て
し
ま
う
。
甚
だ
ひ
ど
い
と
き
は
席
を

立
っ
た
瞬
間
に
何
を
す
る
の
か
忘
れ
て
し

ま
う
。
そ
れ
と
人
の
名
前
が
す
ぐ
出
て
こ

な
い
と
き
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
将
来
の
こ
と
を
考

え
る
内
容
は
年
金
の
こ
と
と
か
で
あ
り
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
ば
か
り
な
の
だ
。

　

将
来
の
設
計
も
、
先
ほ
ど
い
っ
た
年
金

で
あ
る
が
、
昔
は
60
歳
で
定
年
を
迎
え
、
後

は
優
雅
に
年
金
暮
ら
し
な
ど
と
考
え
た
こ

と
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
私
の
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年
代
か
ら
年
金
受
給
は
65
歳
か
ら
受
給
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
５
年
間
無
収
入
は
き

つ
い
し
、
そ
れ
こ
そ
家
で
余
さ
れ
て
し
ま

う
。
や
っ
ぱ
り
「
働
け
る
内
は
働
か
な
い

と
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
老
後
の

構
想
は
毎
年
海
外
旅
行
に
い
っ
て
、
お
孫

ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
な
ど
夢
の
ま
た
夢
で
あ
る
。

　

で
も
、
そ
う
と
ば
か
り
い
っ
て
も
い
ら

れ
な
い
。
人
間
い
つ
か
は
死
ぬ
ん
だ
し
、

生
き
て
る
内
は
精
一
杯
楽
し
く
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
前
向
き
に
意
識

を
転
換
す
る
し
か
な
い
。

　

今
ま
で
、
何
回
か
「
む
つ
み
」
で
執
筆

さ
せ
て
頂
い
た
が
、
こ
の
回
で
最
後
に
な

る
と
思
う
の
で
と
り
と
め
の
な
い
こ
と
ば

か
り
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
仕
事
を
今
ま

で
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ

な
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思

う
。

　

最
後
に
辞
世
の
句
で
は
な
い
が
、
細
川

ガ
ラ
シ
ア
の
「
散
り
ぬ
べ
き　

時
知
り
て

こ
そ　

世
の
中
の　

花
も
花
な
れ　

人
も

人
な
れ
」
を
唱
っ
て
、
私
な
り
の
残
り
の

人
生
、
退
き
際
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て

行
き
た
い
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

人
生
の
節
目
に
思
う
こ
と

猪
苗
代
町
土
地
改
良
区

筒
　
井
　
祐
　
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
、
年
女
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で

寄
稿
の
依
頼
を
頂
き
筆
を
と
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
年
女
は
私
に
と
っ
て
５
回
目
、

即
ち
還
暦
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
ま
た
退

職
を
迎
え
る
年
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
に
こ
れ
ま
で
特

別
な
思
い
を
抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
の
意
味
を
調
べ
て
み
る
と

な
か
な
か
に
興
味
深
く
、
還
暦
と
は
中
国

発
祥
で
十
二
支
と
十
干
の
組
み
合
わ
せ
が

生
ま
れ
た
と
き
と
同
じ
暦
に
還
る
こ
と
を

指
す
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
、
第
２
の

人
生
の
始
ま
り
で
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
友
人
と
の
会
話

で
も
、
60
歳
頃
ま
で
に
は
生
き
が
い
を
見

つ
け
た
い
ね
、
と
い
う
話
が
出
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
友
人
の
中
に
は
既

に
趣
味
を
見
つ
け
、
精
を
出
し
て
い
る
人

が
何
人
か
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
私
に

は
正
直
こ
れ
と
思
え
る
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
人
生
は
人
と
比
べ
る
も
の

で
は
な
く
、
自
分
の
幸
せ
、
生
き
が
い
は

き
っ
と
人
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
現

れ
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら

私
は
特
に
焦
ら
ず
「
楽
し
い
と
思
え
る
こ

と
を
探
し
て
い
こ
う
」
と
思
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ
か
自
分
と
相
性
の

合
う
「
何
か
」
に
出
会
う
た
め
、
還
暦
を

機
に
視
野
を
広
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

仕
事
に
お
い
て
は
、
30
年
以
上
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
平

成
５
年
に
町
内
の
四
つ
の
改
良
区
が
合
併

し
、
多
く
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
や
集
積

事
業
に
取
り
組
み
、
事
務
所
内
は
活
気
に

溢
れ
、
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
気
が
付

け
ば
そ
の
頃
を
知
る
職
員
は
私
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
私
も
今
年
は
退
職
と
い

う
こ
と
で
、
事
務
所
も
無
事
若
返
り
が
完

了
し
、
一
安
心
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

退
職
の
年
の
今
年
は
、
手
帳
に
記
載
し

た
予
定
の
会
議
や
行
事
が
一
つ
ず
つ
終

わ
っ
て
ゆ
く
の
を
感
慨
深
く
眺
め
て
は
、

至
ら
な
い
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
関
係
者

の
皆
様
に
感
謝
す
る
日
々
で
す
。

　

ま
た
、
退
職
後
に
は
嘱
託
職
員
と
し

て
、
土
地
改
良
事
業
に
携
わ
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
の
で
少
し
で
も
農
家
の
皆
様
の

役
に
立
て
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
が
ど
の
よ
う
な
１
年
に

な
っ
て
ゆ
く
の
か
、
今
年
の
様
子
か
ら

は
、
な
か
な
か
想
像
し
づ
ら
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
願
い
つ
つ
、

筆
を
擱
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
読
み
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パ
ワ
フ
ル
に
が
ん
ば
り
ま
す

磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区

小
山
田
　
美
保
子

　

改
良
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
28
年

が
経
ち
、
我
が
事
務
所
職
員
の
中
で
は
一

番
年
長
の
古
参
の
お
局
様
状
態
で
す
。

　

改
良
区
に
勤
務
で
き
た
こ
と
で
、
お
い

し
い
作
物
は
農
家
の
方
々
の
手
間
と
労
力

に
比
例
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、
か
っ

こ
良
い
こ
と
を
話
す
よ
り
手
間
を
惜
し
ま

な
い
寡
黙
な
行
動
の
方
が
本
当
の
か
っ
こ

良
さ
だ
と
教
え
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
結
婚
し
て
35
年
、
ず
っ
と

単
身
赴
任
の
夫
が
青
森
か
ら
茨
城
に
勤
務

先
が
変
わ
り
、
毎
週
末
帰
っ
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

周
り
の
友
人
・
知
人
も
今
ま
で
年
３
回

し
か
会
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
大
丈
夫

か
と
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
は

２
人
で
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
利
用
し
て

御
朱
印
集
め
や
植
物
鑑
賞
、
酒
蔵
巡
り
に
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出
か
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
出
か
け
ら

れ
な
い
今
は
、
黙
々
と
庭
を
手
入
れ
し
て

く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

私
と
違
い
口
数
の
少
な
い
夫
は
、
気
が

つ
け
ば
デ
ッ
キ
の
洗
浄
を
し
て
く
れ
て
、

春
は
藤
の
花
を
育
て
、
夏
は
朝
顔
、
ト
マ

ト
、
紫
蘇
を
収
穫
し
、
秋
か
ら
は
赤
い
コ

キ
ア
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
と
、
四
季
ご

と
の
景
色
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
親

の
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
時
期
に
自

宅
で
安
ら
げ
る
環
境
を
作
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
な
る
べ
く
手
間
を
か
け
た
温
か

い
食
物
を
家
族
に
提
供
し
て
、
豊
か
な
気

持
ち
と
温
か
さ
を
持
ち
、
家
族
全
員
が
助

け
合
い
な
が
ら
、
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
達
も
還

暦
に
近
づ
き
、
親
の
介
護
が
現
実
と
な

り
、
自
分
自
身
が
子
供
達
に
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
に
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

当
改
良
区
は
、
令
和
２
年
が
役
員
改
選

だ
っ
た
の
で
、
新
し
い
役
員
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
が
年
を
重
ね
メ
ン
バ
ー
が
変
わ

る
度
に
年
齢
差
が
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
き

て
、
話
を
聞
い
て
も
納
得
も
賛
同
で
き
る

し
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
場
所
や
話
も
た

く
さ
ん
で
き
る
の
で
、
世
間
は
コ
ロ
ナ
禍

で
ギ
ス
ギ
ス
し
た
話
題
が
多
い
の
に
楽
し

く
充
実
し
た
気
持
ち
で
仕
事
が
で
き
て
い

ま
す
。
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
役
員
は
、
や
る
気
満
々
で
す
。

改
良
区
役
員
が
名
誉
職
だ
っ
た
時
代
は
終

わ
り
、
前
職
で
身
に
つ
け
た
知
識
を
も
っ

て
、
持
ち
前
の
行
動
力
で
パ
ワ
フ
ル
に
動

い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
き
、
自
分
も
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
や
、
絶
対
頑
張
る

ぞ
ぉ
！
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
暫
し
の
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
女
の
幕
開
け

棚
倉
町
土
地
改
良
区

長
　
田
　
麻
　
美

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

改
良
区
に
お
世
話
に
な
り
３
年
。
な
ん

と
２
回
目
の
執
筆
依
頼
が
舞
い
込
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
も
２
人
し
か
い
な
い
小
さ

な
改
良
区
で
、
２
人
共
依
頼
を
受
け
る
と

い
う
か
ら
驚
き
で
す
。
依
頼
を
受
け
て
初

め
て
今
年
が
年
女
だ
と
い
う
事
に
気
づ
い

た
の
で
す
が
、
人
生
１
０
０
年
と
言
わ
れ

る
今
、
折
り
返
し
地
点
に
近
づ
く
４
回
目

の
年
女
を
迎
え
る
今
年
の
抱
負
な
ど
を
書

か
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
の
節
目
に
折
に
触
れ
て
訪
れ
る
場

所
。き
っ
と
皆
様
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
そ
の
場
所
と
は
厄
払
い
を
す

る
某
有
名
な
厄
除
け
大
師
で
す
。
そ
う
い

う
類
の
事
に
疎
い
私
は
、
同
級
生
に
け
し

か
け
ら
れ
、
女
性
の
大
厄
と
い
わ
れ
る
年

に
初
め
て
厄
払
い
を
し
て
か
ら
既
に
15

年
。
そ
れ
か
ら
も
、
何
か
と
情
報
を
入
れ

て
く
る
同
学
年
の
寅
年
の
友
人
達
。
半
ば

冷
や
か
し
半
分
な
の
で
し
ょ
う
。
来
年
は

あ
な
た
達
の
番
よ
！
と
思
い
つ
つ
、
な
ん

と
今
年
は
年
女
に
加
え
、
鬼
門
の
年
だ
そ

う
。
あ
れ
？
数
年
前
に
確
か
八
方
塞
の
お

祓
い
を
し
た
ば
っ
か
り
の
よ
う
な
…
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
大
し
て
気
に
も

し
な
い
の
に
、
い
ざ
指
摘
さ
れ
る
と
や
は

り
気
に
な
る
も
の
で
す
。
早
速
お
祓
い
友

達
に
連
絡
し
、
今
年
は
近
場
で
神
頼
み
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
家
内
安
全
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
私
の
個
人
的
な
お
願
い

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
に
し
て
怠
っ
て
い

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
。
去
年
か
ら
始
ま
っ
た
長

男
の
部
活
の
追
っ
か
け
に
忙
し
く
、
週
末

の
田
ん
ぼ
仕
事
の
手
伝
い
を
さ
ぼ
っ
て
い

た
せ
い
か
も
！
な
ん
て
農
家
の
嫁
ら
し
い

事
を
思
っ
て
し
ま
う
自
分
に
驚
い
て
い
ま

す
が
、
土
地
改
良
区
に
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
も
、
非
農
家
育
ち
か
ら
農
家
に
嫁
い

だ
事
が
関
係
し
て
い
る
こ
の
ご
縁
に
感
謝

し
、
農
家
仕
事
も
健
康
づ
く
り
の
一
環
だ

と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
次
男
の
卒
業
・
入
学

式
が
無
事
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
を
祈
り

な
が
ら
、
去
年
長
男
の
式
典
で
着
た
ス
ー

ツ
に
袖
を
通
せ
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
早
く
元

通
り
の
日
常
生
活
に
戻
り
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

な
が
ら
、
笑
顔
、
そ
し
て
穏
や
か
な
心
で

１
年
を
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
職
連
協
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
願
い
結
び
と
致

し
ま
す
。

５
年
目
を
振
り
返
っ
て

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

石
　
黒
　
吉
　
亜

　

平
成
27
年
度
に
福
島
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
に
採
用
さ
れ
早
５
年
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

採
用
当
初
は
企
画
指
導
課
に
配
属
さ

れ
、
主
に
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
と
言
う

福
島
県
全
域
の
農
地
筆
・
区
画
図
や
基
幹

水
利
施
設
情
報
を
利
用
機
関
要
望
に
よ
り

整
備
す
る
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
業
務
を

行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
は

多
種
多
様
な
業
務
が
多
く
、
最
初
は
水
土

里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
を
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
業
務
に
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携
わ
る
こ
と
に
よ
り
活
用
方
法
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
施
設
の
位
置
情
報
に
よ
り
、

施
設
の
維
持
管
理
等
の
効
率
化
や
溜
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
の
防
災
事
業
に

活
用
す
る
な
ど
、
今
後
水
土
里
情
報
シ
ス

テ
ム
の
活
用
は
、
福
島
県
内
の
農
業
発

展
・
振
興
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
物
で
あ

り
、
よ
り
一
層
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
業
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

採
用
４
年
目
に
農
村
整
備
課
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
農
村
整
備
課
で
の
業
務
は
県

内
の
基
盤
整
備
事
業
に
お
い
て
主
に
圃
場

整
備
事
業
の
調
査
、
設
計
に
関
わ
る
資
料

収
集
や
事
業
の
効
果
算
定
を
行
う
こ
と
で

す
。
最
初
は
専
門
用
語
や
圃
場
整
備
の
設

計
基
準
等
を
知
ら
ず
右
往
左
往
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
採
用
５
年
目
に

な
り
後
輩
も
で
き
て
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
る

立
場
や
追
い
抜
か
れ
る
立
場
に
も
な
り
、

今
年
度
の
目
標
は
、
分
か
ら
な
い
業
務
を

上
司
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
勉
強

し
て
、
土
地
改
良
業
務
の
流
れ
や
基
盤
整

備
事
業
に
お
け
る
設
計
基
準
を
覚
え
る
と

と
も
に
、
各
事
業
の
目
的
を
把
握
し
て
各

業
務
の
目
的
を
覚
え
る
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
各
業
務
の
完
成
形
や
流
れ
を
学

習
し
て
、
一
人
で
も
業
務
を
担
当
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
一
層
福
島
県
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
や
土
地
改
良
区
及
び

福
島
県
の
農
業
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
の
抱
負

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

宮
　
田
　
　
　
亮

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
回
、
光
栄
に
も
本
誌
へ
の
執
筆

の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
、
水
土
里
ネ
ッ
ト

福
島
施
設
管
理
課
の
宮
田
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

執
筆
に
あ
た
り
こ
れ
ま
で
を
顧
み
ま
す

と
、
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
度
に
採
用
さ

れ
、
本
会
に
勤
続
し
て
今
年
で
９
年
目
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
採
用
が
決

ま
っ
た
当
時
、
福
島
県
に
対
し
て
は
放
射

能
に
起
因
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
多

く
、
不
安
な
が
ら
に
茨
城
県
か
ら
移
住
し

て
き
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
ず
配
属
に
な
っ
た
測
量
課
で
は
、
ほ

場
整
備
後
の
確
定
測
量
を
中
心
に
携
わ

り
、
次
に
環
境
整
備
課
に
移
っ
て
か
ら
は

た
め
池
放
射
性
物
質
対
策
、
そ
し
て
令
和

元
年
４
月
か
ら
は
施
設
管
理
課
に
配
属
と

な
り
、
農
業
水
利
施
設
の
診
断
・
補
修
に

関
わ
る
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
は
初
め
て
訪

れ
た
地
域
が
殆
ど
で
あ
り
ま
し
た
が
、
被

災
の
翌
年
度
で
あ
り
な
が
ら
一
面
に
作
付

が
行
わ
れ
て
い
る
光
景
や
、
生
活
の
気
配

が
な
く
除
染
が
本
格
化
し
て
い
く
物
々
し

い
風
景
か
ら
、
次
第
に
農
地
が
再
生
さ
れ

て
い
く
移
り
変
わ
り
を
目
の
当
た
り
に
し

て
き
ま
し
た
。
情
報
が
容
易
に
手
に
入
る

環
境
と
な
っ
た
も
の
の
、
あ
ま
り
語
ら
れ

な
い
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
も
含
め
、
現

地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
意
義
は
大
き
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

業
務
を
通
じ
た
技
術
面
の
向
上
の
み
な

ら
ず
、
自
然
災
害
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
大

き
な
社
会
問
題
と
の
繋
が
り
を
持
続
し
な

が
ら
業
務
や
生
活
を
営
む
と
い
う
貴
重
な

経
験
を
積
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
業
務
は
本
年
度
か
ら
配
属
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
学
び
に
重
心
を
置
き
な

が
ら
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
知
的
謙

遜
の
姿
勢
を
維
持
し
つ
つ
も
、
未
知
の
出

来
事
や
新
し
く
理
解
出
来
た
事
柄
に
対
し

て
、
少
な
い
経
験
が
直
接
的
・
間
接
的
に

活
用
で
き
る
場
面
に
確
認
す
る
と
い
う
注

意
も
払
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
も
な
く
新
た

な
部
署
で
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
目
の
前
の
課
題
に
対
し
て
、
時
間

を
大
き
く
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
無
い
よ

う
、
時
に
俯
瞰
し
た
視
点
か
ら
観
察
し
、

必
要
に
応
じ
て
足
り
な
い
部
分
を
補
い
つ

つ
も
創
造
性
を
も
っ
て
問
題
解
決
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
課
題
と
な
り

ま
す
。

　

纏
ま
り
が
な
く
稚
拙
な
文
章
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
最
後
ま
で
読
ん
で
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
は
よ
り
良
い

社
会
に
向
か
い
ま
す
よ
う
、
祈
念
い
た
し

ま
す
。
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新会員の
みなさんより

土
地
改
良
区
の
職
員

と
し
て千

軒
平
溜
池
土
地
改
良
区

岡
村
　
泰
典

　

会
員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
昨
年
の

11
月
１
日
に
、
こ
こ
千
軒
平
溜
池
土
地
改

良
区
の
職
員
と
な
り
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
野
地
区
に
生
ま
れ
育
ち
46
年
、

少
な
く
と
も
中
学
生
活
の
３
年
間
は
事
務

所
の
前
を
通
り
通
学
し
て
い
ま
し
た
が
、

正
直
存
在
す
ら
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
農
業
を
親
父
の
代
か

ら
私
の
代
へ
引
き
継
ぎ
を
考
え
て
い
た
時

に
、『
千
軒
平
へ
来
て
く
れ
な
い
か
』
と
声

を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。『
千
軒
平
』
と
い

う
言
葉
は
耳
に
す
る
も
の
の
、
土
地
改
良

区
と
は
あ
ま
り
耳
に
せ
ず
、
正
直
ど
ん
な

会
社
な
の
か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
時
、
親
父
の
方
か
ら
『
祖
父
が
組

合
長
に
な
り
基
盤
整
備
事
業
を
始
め
た
時

に
、
千
軒
平
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

完
成
し
た
姿
を
見
る
こ
と
な
く
死
ん
だ

が
、
何
か
の
縁
だ
か
ら
協
力
し
た
ら
ど
う

だ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
は

ピ
ン
と
来
ず
、
直
接
事
務
所
へ
伺
い
理
事

長
を
訪
ね
ま
し
た
。
事
務
所
に
入
る
と
同

時
に
、『
よ
く
来
て
く
れ
た
！
引
き
受
け

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
』
と
言
わ
れ
、

ど
ん
な
仕
事
を
や
る
の
か
聞
き
に
来
た
と

言
い
出
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
流
れ
で
入
所

し
ま
し
た
。

　

入
所
し
て
間
も
な
く
、
ほ
場
事
業
を
推

進
し
て
い
る
大
野
第
二
地
区
の
調
書
を
渡

さ
れ
、
ま
と
め
て
県
に
提
出
し
て
欲
し
い

と
い
わ
れ
、
調
書
の
内
容
を
熟
読
し
、
現

場
へ
出
向
き
、
関
係
者
に
直
接
会
い
話
を

聞
き
、
少
し
ず
つ
で
す
が
解
り
始
め
て
き

ま
し
た
。
10
年
以
上
か
け
て
苦
労
し
て
整

備
し
て
き
た
こ
の
大
変
さ
を
ど
う
伝
え
る

べ
き
か
を
考
え
ま
と
め
た
結
果
、
12
月
５

日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
農
村
整
備
優
良
地

区
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
水

土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
ま
で
頂
き
ま
し
た
。

　

入
所
１
か
月
足
ら
ず
で
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
、
土
地
改

良
区
の
役
割
、
土
地
改
良
区
の
重
要
性
が

分
か
り
始
め
た
気
が
し
ま
す
。

　

１
年
経
っ
た
今
で
も
、
専
門
用
語
が
飛

び
交
う
環
境
の
中
、
理
解
に
苦
し
む
場
面

が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
沢
山
の
事
を
経
験

さ
せ
て
頂
き
、
知
識
習
得
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
の
日
か

組
合
員
の
皆
様
に
、『
千
軒
平
に
良
く
来

て
く
れ
た
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
材
に

な
り
、
地
域
の
農
業
の
発
展
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

請
戸
川
土
地
改
良
区

南
原
　
茄
奈

　

令
和
２
年
１
月
よ
り
請
戸
川
土
地
改
良

区
職
員
と
な
り
ま
し
た
南
原
茄
奈
（
み
な

み
は
ら
か
な
）
と
申
し
ま
す
。
令
和
元
年

７
月
よ
り
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
１
月
よ
り
正
職

員
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
浜
通
り
南
相
馬
市
の
出
身
で
、
実

家
も
農
家
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
幼
い
頃

よ
り
田
植
え
や
稲
刈
り
、
畑
仕
事
は
身
近

な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
な
と
こ

ろ
興
味
は
希
薄
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
去
る
平
成
23
年
に
起
き
た
震
災
・
原

発
事
故
に
よ
り
、
一
度
は
実
家
も
離
農
し

た
わ
け
で
す
が
、
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
く
中
で
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
、
今

年
度
よ
り
９
年
ぶ
り
の
作
付
け
及
び
収
穫

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
実
家
と
の
縁
も
あ
り
、
土
地
改

良
区
で
お
世
話
に
な
る
運
び
と
な
る
ま
で

は
、
農
業
と
は
関
わ
り
の
な
い
生
活
を
し

て
お
り
、
土
地
改
良
区
が
ど
の
よ
う
な
役

割
に
あ
り
、
業
務
の
内
容
が
何
た
る
か
が

全
く
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
臨
時

職
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
始
め
た
初
め

の
頃
は
、
言
葉
に
慣
れ
る
の
が
精
一
杯
で

し
た
が
、
換
地
業
務
に
関
わ
る
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
慣
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

時
折
、
都
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、
地
元

に
戻
り
一
番
良
か
っ
た
な
と
思
え
る
こ
と

が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
見
上
げ
た
星

空
の
美
し
さ
で
す
。
一
等
星
の
輝
き
は
さ

な
が
ら
、
五
等
星
、
六
等
星
の
光
ま
で

ま
っ
す
ぐ
に
届
い
て
く
る
ほ
ど
澄
ん
だ
空

気
。
幼
い
頃
、
天
空
に
び
っ
し
り
と
敷
き

詰
め
ら
れ
た
光
に
鳥
肌
が
立
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
見
渡
す
限
り
の
田
園

風
景
が
続
く
土
地
に
産
ま
れ
た
特
権
だ
っ
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た
の
だ
と
、
大
人
に
な
っ
た
今
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
舎
嫌
い
だ
っ
た
私
が
こ
の
地
で
子
育

て
を
し
て
い
る
の
も
、
何
か
縁
が
あ
る
の

だ
な
と
感
じ
な
が
ら
、
ふ
と
中
学
生
の
頃

に
地
元
の
俳
句
大
会
で
詠
ん
だ
句
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「
稲
実
り　

刈
り
取
る
父
の　

背
中
見

る
」
運
よ
く
大
賞
を
と
っ
て
し
ま
い
、
当

時
は
と
て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
記
憶
で
し

た
が
、
農
業
を
す
る
父
の
姿
は
潜
在
的
に

記
憶
の
中
に
根
づ
い
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
ま
た
こ
の
地
が
再
生
し
始
め
、
父
が

生
き
生
き
と
農
業
を
す
る
姿
を
見
る
と
、

我
が
子
に
も
こ
の
地
の
良
さ
を
肌
で
感

じ
、
命
を
繋
い
で
ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
農
地
の
再
生
」
そ
し
て

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
故
郷
」、
今
の
私
は
ま
だ

ま
だ
経
験
も
知
識
も
浅
い
で
す
。
た
だ
そ

れ
だ
け
吸
収
力
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
農
家
と
行
政
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

に
な
れ
る
よ
う
、
土
地
改
良
区
職
員
と
し

て
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
地
改
良
区
職
員
と

な
っ
て安

積
疏
水
土
地
改
良
区

渡
辺
　
友
也

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
安
積
疏
水
土
地

改
良
区
に
入
職
い
た
し
ま
し
た
、
渡
辺
友

也
と
申
し
ま
す
。
今
年
の
３
月
に
大
学
を

卒
業
し
、
入
職
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年

経
つ
と
考
え
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
実
家
で
は
、
昔
か
ら
農
業
（
稲
作
）

に
勤
し
ん
で
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
微
力
な

が
ら
手
伝
う
形
で
祖
父
母
及
び
父
母
が
働

く
姿
を
近
く
で
見
て
き
ま
し
た
。
代
か
き

の
時
期
に
な
り
、
田
付
近
の
水
路
に
水
が

流
れ
て
き
た
ら
田
に
水
を
掛
け
入
れ
、
自

由
に
田
へ
水
を
入
れ
調
整
で
き
る
、
こ
の

よ
う
に
稲
作
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
自
然

に
水
が
流
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
だ
と
こ
れ
ま
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と

を
本
区
に
入
職
し
、
水
利
課
の
職
務
を
経

験
し
て
い
く
中
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
猪
苗
代
湖
と
い
う
あ
の
大
き
な
湖
か

ら
本
区
所
在
の
郡
山
ま
で
配
水
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
私
の
実
家
の
近
辺
ま
で
も

本
区
の
事
業
に
よ
り
農
業
用
水
が
届
い
て

い
た
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
幼
い

頃
か
ら
見
て
い
た
景
色
・
構
造
物
の
中
に

も
、
本
区
の
水
路
・
構
造
物
が
い
く
つ
も

あ
り
、
職
員
と
し
て
そ
の
現
場
に
行
っ
た

と
き
は
「
こ
ん
な
所
に
疏
水
の
水
路
が

あ
っ
た
の
か
」
と
心
の
中
で
驚
い
た
場
面

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
約
９
カ
月
、
水
利
課
で
は

組
合
員
の
田
に
水
を
届
け
る
た
め
に
、
巡

回
に
よ
る
水
路
維
持
管
理
（
水
量
確
認
、

各
地
点
の
ゲ
ー
ト
操
作
及
び
ご
み
の
除
去

な
ど
）
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
下
流
部

ま
で
水
を
届
け
る
大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
の
台
風
の
影
響
も
残
っ

て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
り
、
灌
漑
期

前
に
土
砂
浚
渫
、
倒
木
の
除
去
な
ど
を
行

い
、
水
が
滞
り
な
く
流
れ
る
よ
う
に
行
っ

た
作
業
は
刺
激
的
で
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
経
験
も
踏
ま
え
て
、
灌
漑

期
に
水
路
に
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
当

た
り
前
で
は
な
い
こ
と
に
も
気
づ
く
こ
と

が
で
き
、
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
必

死
に
頑
張
っ
て
い
る
方
た
ち
が
い
る
こ
と

を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
農
業
に
従
事
す
る
過
半
数
近
く

を
高
齢
の
方
が
占
め
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
担
い
手
不
足
や
農
業
の
衰
退
を
不
安

視
す
る
声
が
多
い
で
す
が
、
徐
々
に
浸
透

し
て
き
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
労
働
力
の
削
減

及
び
業
務
効
率
化
に
つ
な
が
り
、
よ
り
若

者
が
参
入
し
や
す
い
産
業
に
な
っ
て
い
く

と
感
じ
る
と
同
時
に
、
就
農
コ
ス
ト
に
対

す
る
補
助
を
手
厚
く
し
、
参
入
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
る
必
要
性
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
日
本
に
限
ら
ず
、
世

界
は
、
農
業
と
い
う
食
物
を
生
産
す
る
産

業
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
立
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
現
在
に
か
け
て
農
業

が
身
近
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
農
業
は
産

業
の
誇
り
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
職
員
と
し
て
も
、
一
個
人

と
し
て
も
農
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
な

が
ら
、
本
区
運
営
の
向
上
及
び
組
合
員
の

た
め
に
精
一
杯
職
務
に
従
事
す
る
所
存
で

す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

圓
谷
　
昌
紀

　

初
め
ま
し
て
。
令
和
２
年
４
月
よ
り
安

積
疏
水
土
地
改
良
区
に
て
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
圓
谷
昌
紀
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
家
が
農
家
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
幼
い
こ
ろ
は
農
作
業
に
つ
い
て

い
っ
て
は
田
ん
ぼ
の
周
り
で
虫
を
捕
ま
え

た
り
し
て
遊
び
な
が
ら
育
ち
、
大
き
く

な
っ
て
か
ら
は
田
植
え
や
稲
刈
り
の
時
期

に
な
る
と
家
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
私
に
と
っ
て
田
ん
ぼ
は
ず
っ
と
身
近

な
存
在
で
し
た
。

　

そ
ん
な
環
境
で
育
ち
な
が
ら
も
田
植
え

の
時
期
に
な
れ
ば
水
は
流
れ
て
く
る
も
の

で
あ
り
、
稲
刈
り
の
時
期
に
な
れ
ば
水
は

来
な
く
な
る
と
い
う
の
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
感
じ
て
お
り
、
川
の
水
が
流
れ
て
き

て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。
田
ん
ぼ
に

か
け
て
い
る
水
が
ど
こ
か
ら
流
れ
て
き
て

い
る
も
の
な
の
か
な
ど
考
え
よ
う
と
も
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
地
改
良
区
の
仕
事
を
調
べ
て
い
く
う

ち
に
、
当
た
り
前
に
流
れ
て
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
水
が
た
く
さ
ん
の
人
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
田
ん
ぼ
に
流
れ
て
き

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
驚
き
と
と
も
に

毎
年
流
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
り
が
た

み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

採
用
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
は
、
知
識

も
経
験
も
な
か
っ
た
の
で
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
財
政
課
に
配
属
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
聞
い
た
こ

と
の
な
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
最
初

は
飛
び
交
う
知
ら
な
い
言
葉
に
困
惑
し
て

い
ま
し
た
。

　

土
地
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る
中
で
も
、

登
記
を
見
る
の
も
初
め
て
で
、
登
記
の
ど

こ
を
見
れ
ば
所
有
権
者
が
分
か
る
の
か
、

地
積
が
ど
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
す

ら
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
た
び
に
諸
先

輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
言
葉
や
仕
事
内
容

に
つ
い
て
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

覚
え
が
悪
く
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
る
諸
先
輩
方
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
あ
っ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
研

修
が
実
施
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
交
流

す
る
機
会
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
１
日
で
も
早
く
研
修
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
１
日
で
も
早
く
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

齋
藤
　
浩
平

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
福
島
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
に
勤
め
て
お
り
ま
す
、

農
村
整
備
課
・
技
師
の
齋
藤
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
８
ヶ
月
の
月
日
が
経
ち
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
に
な
る
こ
と
ば

か
り
で
す
。

　

今
ま
で
、
高
校
は
普
通
科
、
大
学
で
は

土
木
工
学
科
と
農
業
に
関
わ
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
会
に
入
会
し
て
か
ら
初

め
て
農
業
に
直
接
関
わ
っ
た
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
土
地
改
良
も
ほ
場

整
備
も
、
何
を
す
る
こ
と
な
の
か
全
く
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

疑
問
に
思
う
こ
と
ば
か
り
で
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
の

私
で
す
が
、
よ
く
聞
き
メ
モ
を
と
る
よ
う

に
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
実
行
し

て
理
解
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
も
得

意
で
は
な
い
の
で
電
話
の
対
応
や
、
地
元

の
方
々
と
話
す
場
面
で
、
説
明
し
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
大
変
な
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
環
境
に
も
慣
れ
、
現
場
作
業
を

通
じ
て
地
元
の
方
と
話
す
こ
と
も
増
え
仕

事
以
外
の
面
で
も
少
し
ず
つ
成
長
で
き
て

い
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
社
会
人
１
年
目
で
、
土
地

改
良
・
ほ
場
整
備
な
ど
聞
き
慣
れ
な
い
言

葉
と
多
く
の
専
門
用
語
の
他
に
も
、
社
会

で
の
一
般
的
な
こ
と
ま
で
も
周
り
の
上

司
、
先
輩
の
方
々
か
ら
、
見
て
・
聞
い
て

知
識
を
つ
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
１
年
が
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
少
し
で
も
学
べ
た
こ
と
を

繰
り
返
し
覚
え
、
今
度
は
使
い
こ
な
し
、

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な
れ
る
よ

う
、
２
年
目
、
３
年
目
と
今
後
に
向
け
て

よ
り
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
も
あ
り
、

仕
事
面
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
何
か
と

不
自
由
が
あ
る
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ご
時
世
で
す
の
で
な
か
な
か

会
っ
て
話
す
機
会
も
無
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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土
地
改
良
区
職
員
と

な
っ
て

大
玉
土
地
改
良
区

渡
邉
　
佳
音

　

会
員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、
令
和
２

年
４
月
よ
り
、
大
玉
土
地
改
良
区
で
勤
務

し
て
お
り
ま
す
渡
邉
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
家
で
は
米
の
栽
培
と
肉
牛
の
飼
育

を
し
て
お
り
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
そ
れ
ら

の
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
も
と
も

と
農
業
を
継
ぐ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
の
前
職
は
警
察
官
で
し
た
。
栃
木

県
警
と
し
て
１
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

し
た
が
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
警
察
官
と

し
て
１
年
が
過
ぎ
た
と
き
や
っ
ぱ
り
福
島

に
帰
り
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
栃
木
は
と
て
も
い
い
場
所
で
し
た
が

や
っ
ぱ
り
生
ま
れ
育
っ
た
福
島
が
好
き
だ

と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
去
年
栃
木
県
警
を
１
年
間
で

辞
職
し
、
福
島
に
帰
る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。

　

福
島
に
帰
っ
て
き
た
の
は
い
い
で
す
が

仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
仕
事
を
探
し
二
本
松
市
役
所
の

臨
時
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
を
作

成
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

３
か
月
ほ
ど
働
き
、
年
も
代
わ
り
今
年
は

二
本
松
市
役
所
の
試
験
を
受
け
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
突
然
、
大
玉

土
地
改
良
区
の
試
験
が
あ
る
か
ら
受
け
て

み
な
い
か
と
親
か
ら
言
わ
れ
、
そ
の
試
験

を
受
け
る
こ
と
に
し
て
み
ま
し
た
。
結
果

は
合
格
で
今
年
の
４
月
か
ら
現
在
も
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。

　

入
社
し
て
最
初
に
行
っ
て
い
た
の
は
、

水
路
の
ご
み
上
げ
で
し
た
。
か
な
り
の
距

離
を
フ
ォ
ー
ク
を
持
っ
て
歩
き
な
が
ら
作

業
し
ま
し
た
。
私
と
上
司
の
２
人
で
作
業

し
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
入
社
す
る
前
は

上
司
が
１
人
で
作
業
し
て
い
た
み
た
い
で

驚
き
ま
し
た
。
次
の
日
は
腰
が
悲
鳴
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。
土
地
改
良
区
に
入
社
す

る
前
は
何
気
な
く
目
に
し
て
い
た
水
路

で
、「
今
日
も
水
が
流
れ
て
る
な
ぁ
」
と

し
か
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
入
社
し
て
実
際
作
業
を
し

て
み
る
と
、
毎
年
点
検
や
ご
み
上
げ
を
し

て
る
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
水
が
行
き
届
く
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

入
社
し
て
半
年
以
上
経
過
し
ま
し
た
が

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で

す
。
正
直
説
明
を
受
け
て
も
何
が
な
ん
だ

か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
説
明
を
受
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
で
調
べ
た
り
し
て
知
識
を

定
着
さ
せ
て
１
日
で
も
早
く
戦
力
に
な
れ

る
よ
う
に
努
め
て
行
き
た
い
で
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
会
議
や
説

明
会
が
次
々
と
中
止
に
な
り
、
仕
事
が

中
々
考
え
て
る
よ
う
に
は
進
ま
ず
困
惑
す

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
態

が
い
つ
ま
で
続
い
て
い
く
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
こ

の
事
態
が
１
日
で
も
早
く
終
息
す
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

土
地
改
良
区
職
員
と
し
て
の

抱
負
と
目
標請

戸
川
土
地
改
良
区

佐
藤
良
太
郎

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
２
年
４
月
か
ら
双
葉
郡
浪
江

町
に
あ
る
請
戸
川
土
地
改
良
区
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
佐
藤
良
太
郎
と
申
し
ま
す
。

　

地
元
で
あ
る
浪
江
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

県
外
の
大
学
を
卒
業
後
、
同
じ
く
地
元
の

農
協
に
就
職
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
原
発
事
故
に
よ
り
、
い
わ
き
市
に
避
難

し
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
家
が
あ
る

地
区
の
避
難
解
除
を
機
に
仕
事
を
退
職

し
、
浪
江
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ご
縁
が
あ
り
請
戸
川
土
地
改
良
区
の

職
員
と
し
て
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
に
勤
務
し
て
最
初
に
驚
い

た
こ
と
は
、
行
う
業
務
の
幅
広
さ
で
し

た
。
一
般
事
務
か
ら
ダ
ム
の
管
理
・
環
境

保
全
業
務
、
各
施
設
と
幹
線
水
路
の
点

検
・
整
備
等
多
岐
に
渡
り
、
様
々
な
業
務

を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
も
対
応
に

苦
慮
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
自
分
の
至

ら
な
さ
を
日
々
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
基
礎
か
ら
丁
寧
に
指
導
し

て
く
れ
る
諸
先
輩
方
や
質
問
・
相
談
し
や

す
い
職
場
の
雰
囲
気
に
助
け
ら
れ
、
何
と

か
業
務
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
改
め
て
自
分
は
人
や
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

請
戸
川
土
地
改
良
区
管
内
に
は
、
原
発

災
害
の
影
響
で
帰
還
困
難
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
地
区
が
現
在
も
残
っ
て
お
り
、

避
難
解
除
区
域
に
つ
い
て
も
住
民
の
帰
還

が
進
ま
ず
営
農
に
関
す
る
課
題
は
依
然
と

し
て
多
い
の
が
現
状
で
す
。
浪
江
町
は
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
水
路
・
た
め

池
等
施
設
の
復
旧
・
整
備
が
進
み
、
耕
作

地
が
増
え
て
い
く
の
が
実
感
で
き
ま
す
。

以
前
と
変
わ
ら
な
い
自
然
豊
か
な
田
畑
の

広
が
る
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
の
携
わ
る
仕
事
が
わ
ず
か

で
も
地
域
復
興
の
一
助
と
な
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も
足
り
ず
、
ご
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迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
目
の
前

の
仕
事
に
真
摯
に
向
き
合
え
る
職
員
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
土
地
改
良
事
業
団
体
の
皆

様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

猪
苗
代
町
土
地
改
良
区

青
山
　
　
都

　

会
員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
猪
苗
代
町
土
地
改

良
区
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
青
山
と
申

し
ま
す
。
福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連

絡
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
会
員
と
し

て
原
稿
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
僭

越
な
が
ら
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
が
入
職
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

９
か
月
目
を
迎
え
ま
し
た
。
会
計
と
総
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
前
職
は
、
銀
行
の

窓
口
係
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
お
金
に
関

係
す
る
仕
事
で
は
あ
っ
て
も
、
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
日
々
勉
強
中
で
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
嫁
ぎ
先
も
町
内
で
、

30
数
年
間
ず
っ
と
猪
苗
代
町
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
実
家
も
嫁
ぎ
先
も
農
家
で
す
。

農
業
に
携
わ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
幼
い
頃
に
ト
ラ
ク
タ
ー

に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
楽
し
い
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
ず
っ
と
身
近

で
あ
っ
た
農
業
に
携
わ
る
仕
事
に
就
け
た

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
は
何
と
い
っ
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
防
止
対
策
が

大
き
な
課
題
で
し
た
。
会
議
が
書
面
議
決

に
な
り
、
川
浚
い
や
刈
払
い
等
の
作
業
が

延
期
に
な
る
な
ど
様
々
な
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
作
業
の
延
期
は
町
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
中
止
を
受
け
て
決
定
し

た
も
の
の
、
集
落
の
代
表
者
さ
ん
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
農
業

は
季
節
に
合
わ
せ
て
作
業
が
あ
り
、
毎
年

同
様
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
延
期
す
る

と
い
う
事
で
、
不
安
が
広
が
っ
た
様
子
で

し
た
。

　

お
互
い
初
め
て
の
事
で
戸
惑
い
が
あ
る

中
で
も
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
丁
寧
な
対
応

に
よ
り
組
合
員
さ
ん
も
納
得
し
、
協
力
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
姿
勢
が

と
て
も
参
考
に
な
り
、
今
後
の
業
務
の
目

標
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
な
御
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
状
況
で
の
対
応
を
間
近
で
学
べ
た
こ
と

は
今
後
の
糧
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
役
員
の
皆
様
、
組
合
員
さ

ん
、
関
係
組
織
の
皆
様
に
恵
ま
れ
楽
し
く

働
い
て
い
ま
す
。
仕
事
の
方
は
、
役
に
立

つ
ど
こ
ろ
か
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
毎
日

で
す
。
目
下
の
目
標
は
、
一
人
で
留
守
番

で
き
る
よ
う
に
な
る
事
で
す
。
滑
稽
な
目

標
で
笑
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
少

人
数
体
制
で
す
の
で
こ
れ
は
必
須
で
す
。

そ
の
為
に
は
覚
え
る
べ
き
事
が
多
い
う

え
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
な
対
応
が
必
要

と
さ
れ
る
為
、
苦
戦
し
て
お
り
ま
す
。「
聞

く
は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
わ
か
ら
な
い
事

は
積
極
的
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
さ
せ

て
頂
け
る
の
も
皆
さ
ん
の
人
柄
あ
っ
て
の

事
で
あ
り
、
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

会
津
北
部
土
地
改
良
区

新
明
な
つ
み

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
会
津
北
部
土
地
改

良
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
新

明
な
つ
み
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

私
が
土
地
改
良
区
に
勤
務
し
始
め
て
か

ら
早
９
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
土
地
改
良
区
の
名
前
を
聞
い

た
と
き
、
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
想
像
が
つ

か
ず
、
自
分
は
こ
の
事
務
所
に
入
っ
て

や
っ
て
い
け
る
の
か
不
安
な
気
持
ち
が
と

て
も
強
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
実
際
に

働
き
始
め
て
み
る
と
上
司
の
方
や
先
輩
方

が
優
し
く
安
心
し
た
も
の
の
、
何
も
わ
か

ら
な
い
ま
ま
入
っ
た
私
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
土
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
聞
い
た
こ
と
の

な
い
集
落
の
名
前
ば
か
り
が
出
て
く
る
、

聞
い
た
こ
と
の
な
い
専
門
用
語
が
飛
び
交

う
な
ど
全
く
頭
に
入
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

私
の
実
家
は
農
家
で
は
な
い
た
め
農
業

と
の
関
わ
り
は
無
く
、
組
合
員
さ
ん
の
ほ

と
ん
ど
が
農
家
な
の
に
水
を
田
ん
ぼ
に
入

れ
る
方
法
も
、
そ
の
水
が
ど
こ
か
ら
来
て

い
る
の
か
も
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ダ
ム
に
関
し
て
は
、
喜
多
方
に
は
日

中
ダ
ム
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

関
柴
ダ
ム
や
大
平
沼
ダ
ム
な
ど
、
１
つ
だ

け
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
初
め
て
頭
首
工
と
聞
い
た
と
き
漢

字
に
変
換
が
で
き
ず
、ど
こ
に
あ
る
の
か
、

何
を
す
る
所
な
の
か
想
像
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
後
日
、
上
司
の
方
や
先
輩
方
に
ダ

ム
や
頭
首
工
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
中
に
私
が
高
校
の
通
学
路
に
し
て
い

た
道
の
途
中
に
あ
っ
た
建
物
が
あ
り
、
当
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時
は
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
い
う
認
識
で
、

何
の
た
め
に
川
の
横
に
あ
る
の
か
考
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、

～
頭
首
工
と
名
前
が
あ
り
、
水
の
量
を
調

整
で
き
る
施
設
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
驚

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
学
び
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
私

は
、
事
務
所
の
近
く
に
あ
る
関
柴
小
学
校

で
行
わ
れ
た
、
ふ
く
し
ま
の
農
育
推
進
事

業
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
の
稲
刈
り
に
立
ち

会
わ
せ
て
も
ら
っ
た
際
、
私
も
小
学
生
の

時
に
１
度
か
２
度
ほ
ど
田
植
え
や
稲
刈
り

の
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
思
い

出
し
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

苗
が
稲
に
な
る
ま
で
た
く
さ
ん
の
水
を
使

う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
水
は
事
業
管
理

課
の
先
輩
方
や
水
利
委
員
の
方
々
が
す
べ

て
の
田
ん
ぼ
に
行
き
届
く
よ
う
に
流
し
調

整
し
て
い
る
と
思
う
と
、
土
地
改
良
区
が

難
し
く
大
変
な
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
覚

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
１

日
で
も
早
く
組
合
員
の
皆
様
の
お
力
に
な

れ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

菊
田
早
希
子

　

会
員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
２

年
４
月
か
ら
福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
に
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

菊
田
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
３
月
末
ま
で
の
５
年
間
、
県
の
農

地
管
理
課
で
任
期
付
職
員
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
関
係
で
、
職
場
に
限
ら
ず

研
修
会
等
で
も
知
っ
て
い
る
顔
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
新
し
い
環
境
な
が
ら
も
心
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
管
理
課
で
は
、
主
に
換
地
業
務
や

砂
利
採
取
の
許
認
可
業
務
を
担
当
し
て
お

り
ま
し
た
。
換
地
と
い
う
言
葉
す
ら
知
ら

な
い
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
の
、
皆
様

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
な
ん
と

か
換
地
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
砂
利
に
つ
い
て
も
違
法
採
取

な
ど
多
く
の
問
題
に
一
つ
一
つ
取
り
組

み
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

県
で
働
い
て
み
て
特
に
印
象
深
か
っ
た

の
は
、
何
を
良
し
と
す
る
か
に
つ
い
て
で

す
。
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
誰

し
も
解
決
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
を
考
え

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解
決

方
法
が
あ
る
中
で
、
県
と
い
う
組
織
と
し

て
正
し
い
こ
と
は
何
か
、
何
を
優
先
し
良

し
と
す
る
か
を
考
え
話
し
合
う
経
験
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
者
間
で
考

え
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
抜
け
て
し
ま
う

関
係
者
以
外
の
人
や
将
来
に
渡
っ
て
も
お

お
む
ね
正
し
い
と
い
え
る
解
決
方
法
か
と

い
う
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
土
地
連
に
来
て
８
ヶ
月
が
経
ち
、

こ
れ
ま
で
見
え
て
い
た
も
の
は
ご
く
一
部

だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

本
来
良
し
と
さ
れ
て
い
な
い
手
法
で
あ
っ

て
も
、
他
の
解
決
方
法
が
な
い
た
め
そ
う

せ
ざ
る
を
得
な
い
、
解
決
す
る
に
は
根
本

の
と
こ
ろ
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
制
度
の

目
指
し
た
い
も
の
と
現
実
の
擦
り
合
わ
せ

の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
よ
り

現
場
に
近
い
立
ち
位
置
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
現
実
の
人
間
を
助

け
る
こ
と
を
重
視
し
た
判
断
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
々
業
務
の
中
で
様
々
な
地
区
の
話
な

ど
を
聞
く
た
び
に
、
地
区
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
が
あ
り
そ
の
と
き
必
要
と
さ

れ
る
解
決
方
法
を
模
索
し
て
い
く
と
こ
ろ

が
、
換
地
の
大
変
さ
、
難
し
さ
で
あ
り
、

ま
た
面
白
さ
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
を
覚
え
、

微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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